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診
療
早
期
再
開
地
域
を
守
る

　
「
こ
の
病
院
が
開
い
て
い
る

と
や
は
り
安
心
し
ま
す
ね
」

　
西
日
本
豪
雨
で
１
階
が
水
没

し
た
ま
び
記
念
病
院
（
岡
山
県

倉
敷
市
真
備
町
）
。
水
が
引
い
た

後
の
７
月
2
1
日
、
「
喉
が
痛
い
」

と
診
察
を
受
け
に
訪
れ
た
地
元

の
男
性
（
5
8
）
は
こ
う
語
っ
た
。

病
院
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
血
液
検

査
の
設
備
を
持
つ
医
療
車
両
を

臨
時
診
察
室
と
し
て
使
い
、
住

　
●
　
民
の
診
療
を
続
け
て
い
た
。

慌
　
　
病
床
数
8
0
床
で
、
1
5
の
診
療
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部
門
を
持
つ
病
院
は
、
真
備
町

の
中
心
的
な
医
療
機
関
だ
。
７

日
、
近
く
の
小
田
川
な
ど
の
氾

濫
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

た
が
、
２
日
後
に
は
、
病
院
の

た
」
と
説
明
す
る
。
真
備
町
の
　
か
ら
の
厚
い
信
頼
だ
。

医
療
機
関
は
、
1
2
施
設
の
う
ち
、
　
病
院
の
１
階
が
水
没
し
た

い
１
１
施
設
が
被
災
し
た
。
　
　
　
　
際
、
周
辺
の
建
物
に
取
り
残
さ

　
医
療
車
両
の
手
配
を
仲
介
し
　
れ
た
住
民
２
０
０
入
以
上
が
ボ

宍
‐
1

1
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ふ
吼
∇
・
‐
卜
で
救
助
さ
れ
、
集
ま
っ
た
。

Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部
・
岡
山
市
）
の
　
入
院
患
者
や
職
員
と
合
わ
せ
、

理
事
・
難
波
妙
さ
ん
は
「
か
か
　
約
３
３
０
人
が
電
気
の
途
絶
え

り
つ
け
の
医
師
に
飲
み
慣
れ
た
　
た
院
内
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。

薬
を
出
し
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
　
　
「
避
難
し
た
人
が
『
病
院
が

こ
と
が
患
者
を
安
心
さ
せ
る
』
　
見
え
て
ほ
っ
と
し
た
』
と
話
す

と
話
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
を
聞
き
、
一
日
で
も
早
く
病

　
早
期
の
診
療
再
開
に
向
け
　
院
を
復
活
さ
せ
る
と
誓
っ
た
」
。

て
、
村
上
さ
ん
た
ち
病
院
関
係
　
村
上
さ
ん
は
振
り
返
る
。

者
を
支
え
た
の
は
、
地
域
住
民
　
　
水
が
引
く
と
、
１
階
に
は
イ

患
者
が
近
隣
の
系
列
診
療
所
で
　
・

診
察
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
。
1
8
日
に
は
、
四
国
地
方
か

ら
借
り
た
医
療
車
両
が
病
院
に

到
着
し
た
。

　
病
院
理
事
長
で
内
科
医
の
村

上
和
春
さ
ん
は
「
待
っ
て
い
る

患
者
さ
ん
が
い
た
。
地
城
医
療

を
守
る
大
き
な
責
務
が
あ
っ
　
八

ス
や
机
、
書
類
が
泥
ま
み

れ
で
散
乱
し
て
い
た
。
泥

は
猛
暑
で
す
ぐ
乾
き
、
大

量
の
砂
ぼ
こ
り
が
舞
っ

た
。
職
員
が
交
代
で
掃
除

し
た
。
村
上
さ
ん
も
系
列

診
療
所
で
患
者
を
診
な
が

ま
び
記
念
病
院
で
臨
時
診
察

室
と
な
っ
た
医
療
車
両
。
正

面
玄
関
前
に
止
め
ら
れ
、
患

者
が
診
察
を
待
っ
て
い
た

　
（
７
月
2
1
日
、
岡
山
県
倉
敷

市
真
備
町
で
）

ら
、
片
付
け
に
通
っ
た
。

　
今
は
医
療
車
両
に
代
わ
り
、

敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
診

療
所
を
開
設
し
て
い
る
。
患
者

は
冷
房
が
利
く
場
所
で
診
察
を

待
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
院

の
建
物
も
一
部
、
電
気
が
復
旧

し
、
調
剤
も
で
き
る
。
電
子
カ

ル
テ
の
デ
ー
ー
タ
が
無
事
だ
っ
た

の
は
幸
い
だ
っ
た
。
岡
山
犬
や

地
元
の
医
師
会
も
支
援
す
る
。

　
９
月
中
旬
に
は
、
病
院
２
階

の
設
備
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ー
を
整

備
し
、
腎
癩
病
患
者
の
人
工
透

析
治
療
を
再
開
す
る
予
定
だ
。

被
災
前
は
Ｉ
階
で
行
っ
て
い
た

外
来
の
診
療
も
２
階
に
移
す
。

年
内
に
は
、
３
、
４
階
の
病
棟

で
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
も
再

び
行
う
方
針
だ
。

　
被
災
し
て
真
備
町
を
離
れ
る

住
民
も
相
次
ぐ
中
、
地
域
で
頼

り
に
さ
れ
る
病
院
の
本
格
復
旧

は
、
被
災
地
再
建
の
行
方
も
左

右
す
る
。
村
上
さ
ん
は
「
つ
ら

い
経
験
だ
っ
た
が
、
地
域
の
人

た
ち
と
の
結
び
つ
き
は
強
く
な

っ
た
気
が
す
る
。
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
病
院
に
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。
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